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晩秋の候、会員の皆様におかれましてはますますご健勝のことと存じます。
和歌山県看護連盟では各施設からの現場の声を聞き、その課題解決に向け様々

な連盟活動を行っております。看護連盟の代表議員や活動を多くの人に知ってい
ただくため広報活動をおこなったり、子育て看護師のために託児所や病児保育の
問題を解決するために各議員と連携し、要望書の提出や環境の整備を訴えてきま
した。さらに 9月の県議会で県議会議員で構成される「看護を考える部会」が再
結成されました。和歌山県の看護の現場の声を反映し、今後益々の活動強化につ
なげていきます。また、今まではこの機関紙「つれもて」の発行が年３回だった
のが年４回に変更になります。連盟会員の皆様に広く連盟活動が伝わればと願っ
ております。
2025年・2040年問題、人員不足問題をどう対処していくかが課題です。まず

は置かれた環境で、できることからコツコツと積み上げていくことが大切です。
ナースセンター事業の拡充や学生・潜在看護師・プラチナナースが働き続けるこ
とが出来るよう協会と連携して支援していきます。
看護政策は「いのち」や「生活」に繋がっています。目の前の患者を助けるに

は看護政策が重要なのです。会員皆様の声を反映できるよう、連盟活動のご支援
ご協力よろしくお願い申し上げます。

会員の皆様には平素より、和歌山県看護協会事業にご理解とご支援を賜り厚く
お礼申し上げます。
6月 22日の和歌山県看護連盟通常総会が盛会に開催されましたことを心より

お祝い申し上げます。退任されました小泉幹事長はじめ役員の皆様と、課題解決
に向けて一緒に活動できましたこと深く感謝申し上げます。困難なこともありま
したが、長い間ご尽力いただき和歌山県看護連盟と看護協会が一丸となることが
出来ました。今後ともご指導ご支援をよろしくお願いいたします。
さて、少子高齢化が急速に進展する中、医療の場は多様化し看護の役割と責任

は拡大しています。しかし、一方では、医療・在宅・介護・教育等の場で人材不
足が続いており、人材確保は喫緊の課題です。看護職が安全・安心して働き続け
られる環境づくり、処遇改善の実現に向けてさらに取り組んで参ります。また、
特別講演で濱口先生から学んだ災害対策「その時に何ができるか、それまでに何
をしておくか」何時でも起こりうる災害について、川村会長とともに行政、関係
団体と連携して取りくんで参ります。
今後とも和歌山県看護連盟と看護協会へのご理解、ご支援よろしくお願い申し
上げます。

公益社団法人 和歌山県看護協会

会　長 　 東 　　直 子

和歌山県看護連盟

会　長 　 川 村　健 太

「ごあいさつ」
和歌山県看護連盟　　　　　　　  会長 　 　川村　健太
公益社団法人  和歌山県看護協会　会長 　 　東　　直子

2024年度の日本看護連盟通常総会に参加して

2024年度　和歌山県看護連盟通常総会に参加して

2024年度　新役員紹介

石田まさひろ「活動報告」 

石田まさひろ議員「来和＆施設訪問」 

病院アピールコンテスト

青年部活動報告・トピックス

入会のご案内・編集後記　他
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日本看護連盟通常総会が、2024年 6月 13日ザ・プリ
ンスタワー東京で開催されました。代議員 512名、都道府
県会長 28名、一般 460名の参加でした。
初めに日本看護連盟　高原静子会長より開会の挨拶があ

り、能登半島地震における被災者へのお見舞いと、被災地
での看護活動への謝意が述べられました。続いて看護師の
処遇改善のため国会や地方議会の場へ看護の力を送り出す
ことが重要であり、看護連盟と看護協会が協力し、看護を
代表する議員を送り出すことが必要であると述べられまし
た。自民党の政治資金に関する問題については看護連盟も
遺憾の意を表しており、資金や政治の透明性の確保し、問
題に真摯に向き合うよう自民党に申し入れたことが報告さ
れました。
次に日本看護協会　高橋弘枝会長から、看護師等の確保

を促進するための措置に関する基本的指針が 30年ぶりに
改訂され、看護に対する社会の期待の大きさを表している
と挨拶がありました。

また自由民主党　岸田文雄総裁からビデオメッセージが
届いており、コロナ以降も国民の健康を守るための活動を
続けている看護職に感謝の気持ちを述べられるとともに、
現在の自民党の問題に対しての謝罪があり、国民の信頼回
復に取り組むと話されていました。そのほか来賓の挨拶が
ありました。
その後、議長団が選出され、執行部から会議報告、委員

会報告、事業報告、決算・監査報告、2024年度スローガン、
2024年度事業計画、2024年度予算、選挙対策などの報告
があり、承認されました。監査報告では監事から 3つの提
言があり①連盟活動持続可能な会員数の確保として 17万
人が必要であり、これに基づいて各都道府県が目標会員数
を設定すること②会費納入に見合った活動の見直し③選挙
活動の見直しとして会員の負担が少なく効果の高いものを
行っていくことが示されました。
最後に冨田きよ子副会長の閉会の挨拶があり、通常総会

は無事に終了しました。

和歌山県看護連盟　和歌山第2支部　支部長 　 矢野　優子　

2024年度の日本看護連盟通常総会に参加して

国会議事堂見学 国会議事堂内案内

文部科学大臣 阿部俊子議員事務所にて

たかがい恵美子議員訪問

石田まさひろ事務所訪問

友納りお事務所訪問 衆議院会館から

日本看護連盟本部にて意見交換
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令和 6年 6月 22日、和歌山県民文化会館にて和歌山県
看護連盟通常総会が開催されました。出席者は会員 98名、
委任状 782名、議長団 2名、役員 19名、計 901名での開
催となりました。
今回は岸本周平和歌山県知事からのご祝辞から始まり、
次に和歌山県看護連盟川村健太会長から、まず能登半島地
震の災害でお亡くなりになられた方々に追悼の意を示しま
すと共に被災者地域で支援活動に尽力されている会員、看
護職の皆様に敬意と感謝を述べられました。また連盟会員
の皆様から多額の募金をいただいた事を報告されました。
看護連盟は看護協会と連携し、今後も医療・看護の発展と
看護職がその実力を如何なく発揮できる社会を築く為に活
動していくと挨拶されました。続いて和歌山県看護協会東
直子会長よりご祝辞をいただき、そしてビデオメッセージ
を日本看護連盟高原静子会長、石田昌弘参議院議員、友納
理緒参議院議員よりいただきました。

その後、議長団 2名選出され、活動報告、審議が始まり、
各委員から会議・研修報告、支部活動報告、事業計画、会
計報告、監査報告がありました。審議事項については審議
後承認されました。新旧役員の挨拶、綱領宣言し、総会は
無事終了しました。
総会終了後は、地震災害感染のスペシャリストの濱口和
久先生より和歌山の災害対策『濱口梧陵はその時どう動い
た ?災害と感染症に強い和歌山を作るには』について特別
講演をしていただきました。南海トラフ被害で和歌山県想
定死者は人口 92万人中 8万人とされています。29年前の
阪神淡路大震災から今日まで震度 7 クラスの地震が 7回
起こっているのに避難所は今も変わらず難民キャンプ同
様、日本人は自然災害から逃げられない、自助意識を高め、
日常防災の重要性を理解し、その時何ができるかではなく、
それまでに何をしておくか、普段できない事は本番でも出
来ないので行動に繋がる防災知識の習得をする事と、お話
しされました。

和歌山県看護連盟　監 事 　 亀井　美都子　

2024年度  和歌山県看護連盟通常総会に参加して

岸本周平和歌山県知事のご祝辞

特別講演『濱口先生から学ぶ和歌山の災害対策』
～ 濱口梧陵はその時どう動いた ?
　 災害と感染症に強い和歌山を作るには ～
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この度、幹事長に就任致しました木村友有子です。ご周知の通り看護連盟は看護職
の未来のため政治活動をしています。看護職の代表が国政の中心で活躍することが、
看護制度改革や労働条件改善の実現への近道です。そのためには、看護師一人ひとり
のご理解とご協力が必要でございます。和歌山県から大きな力を発揮できますよう、
川村会長の下で全力を尽くして参る所存でございますので、ご指導ご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

第 3支部の幹事を拝命致しました。第 3支部は、和歌山県立医科大学附属病院を
中心に活動致します。まずは、新人看護師や復職看護師、育児休暇明けの看護師から
の加入者を確保できるよう会員数の増加を目指して取り組んでいきたいと思います。
また、青年部の活動を支援すると共に、看護学生との交流から看護連盟の活動方針や、
政治意識を高め私たち看護師の処遇改善が実現できるよう、看護師として長く働き
続けられるよう尽力し、活動を支援していきたいと思っています。

この度、海南・海草地区支部長をさせていただくことになりました。超高齢化や社
会のニーズの変化に伴い、看護職の役割も今まで以上に多様化・複雑化してきており、
その中でやりがいを持って安心して働き続けるためには処遇改善・職場環境整備が
不可欠となります。看護問題を解決するには、「私達の声」を政策に繋げていくこと
が大切であり、看護師一人ひとりの力を組織力に代えていく必要があります。ご協力
お願いいたします。

この度、田辺支部の支部長をさせていただくことになりました。これまでは、青年
部で各支部の青年部のメンバーたちと活動をさせていただいておりました。青年部
での活動を通して、日々過酷な現場で一所懸命に働いている看護師の環境や処遇を
変えていくためには看護連盟の力が必要であること実感しました。支部長を任命さ
れ責任の重さを感じます。力不足の点が多いかもしれませんが、看護連盟の会員たち
と協力し活動に取り組んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

この度は、幹事を仰せつかり責任の重さをひしひしと受け止めております。
先輩方のご指導のもと、微力ではありますが、支部の皆様の現場の声を収集し、看

護制度の改革・労働条件の改善に繋がる連盟活動に微力ではございますが貢献でき
るよう努力していきたいと考えております。どうぞ宜しくお願いいたします。

和歌山県看護連盟　 幹事長　 木村　友有子

和歌山第3支部　 支部長　 野口　理恵

海南・海草支部　 支部長　 上田　陽子

新宮・串本支部　 支部長　 前田　小百合

田辺支部　 支部長　 小川　龍介
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和歌山県看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を
賜り誠にありがとうございます。
第 213回通常国会が閉会しました。国会対策委員会副

委員長として、連日、国会内で生じる様々な案件に対応
し、また、予算委員会委員として予算編成に携わり、厚生
労働委員会委員として法案審議に尽力しました。成立し
た法案は閣法 61本、条約 11本等。期日内に国会が閉会
したことに、胸を撫で下ろしています。

　看護問題対策議員連盟（看議連）総会が 5年振りに開催さ
れました。看議連は 270名を超える自民党国会議員が加入する党内

最大級の議員連盟です。今回も多くの議員の出席があり、特定行為研修制
度の推進を求める声が寄せられました。また、役員人事で幹事長を拝命し
ました。
日本看護連盟による「石田まさひろ決起大会」が 6月 13日に開催され

ました。看護政策実現に携わっている皆様が全て揃う場で、私の思いを伝
えさせていただきました。看護の現場は自信と誇りに満ち、看護職が堂々
と看護をし、患者さんは自然に喜びと感謝を語る。そのような未来を実現

したい。その未来を改めて皆様と創っていきたい。引き続き、現場の声を受
け止め、尽力してまいります。

和歌山県看護連盟益々のご発展と、会員の皆様のご健勝を心より御祈念申し上げます。

石田
まさひろ

活動
報告

看護問題小委員会を開催　　

【写真上】日本医療情報学会看護学術大会にて講演 【写真中段・左】自民党総裁選青年局・女性局公開討論会
【写真中段・右】女性局研修会にて講義 【写真下】女性支援施設への訪問
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紀ノ川病院 那賀病院

貴志川リハビリテーション病院
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日赤和歌山医療センター

西和歌山病院 和歌山病院

労災病院 東京保健医療大学生協病院 中谷病院

石田 まさひろ 議員
来和

&

施設訪問 令和 6年 8月 23日
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病院アピールコンテストは、「病院の見える化日本一」を目指し、就職選定に困らないよう現役看護師と
の交流、進路相談、就職支援の一環として誕生しました。また人材不足に悩む病院も多く、潜在看護師や
プラチナナース世代の復職支援のためでもあります。
県下の病院からも学生に自施設を知ってもらう機会がもっと欲しいとの声があり、第２回は紀北・紀南の
２か所で同時開催しました。多くの看護学生や高校生やその保護者、学校の教員にご参加いただきました。

病院アピール
コンテストとは？

リアルな現場の話や

就職先の選定の話が

聞けて良かった

プラチナナース

向けにもPR

してほしい

奨学金の参考に

させてもらいます

退職後の

マッチングにいい

県下の病院の

見える化に

繋がっていい

前回  第 2回開催のポスター
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都会で働きたい人も

いるけど田舎で働き

たい人も絶対いる！

都会にレールを牽ける

なら

和歌山に来てもらう

レールも牽ける！

都会にはない

働き方をPR！

次回  2024年 12月 14日  第 3回開催のポスター



　10　■  つれもて

6月 12日、衆議院第 2議員会館にて全国青年部代表者ミーティングがお
こなわれ和歌山県看護連盟青年部からは 3名が参加しました。次期参議院議
員選挙におけるコンプライアンス対策や後援会加入勧誘活動について説明が
ありました。また、今後実現したい看護政策をグループワークで石田昌宏参
議院議員に提言した後、講評をいただきました。現場の最前線で働く看護師
が集まり、より良い看護の未来について意見を出し合うという非常に貴重な
体験をすることができました。また、看護をとりまく環境が大きく変化する
なかで同じ志をもつ連盟会員が全国にいるということを実感でき、非常に心
強く感じました。
また懇親会でも石田昌宏議員や各県の同志たちと未来の看護について熱く

討論でき充実した一日でした。

全国青年部会議

和歌山第1支部　 小林  春子

次に「看護連盟の会員になって
よかったこと」を和歌山県看護連盟委
員の村中清美さんからお話をいただきま
した。村中さんの看護師として歩んできたこ
れまでを紹介しながら影響を受けた人が、看
護師代表の議員だったり和歌山県看護連盟の
先輩だったりと連盟と共に歩んできたこと
がよくわかりました。何のために、誰のた
めに連盟活動をしているのか、という
強いメッセージを感じました。

続いて新人の為の茶話
会をしました。（8名～ 10名の

メンバーでグループワーク型式）新
人看護師は入職して 1か月半が過ぎ、
研修をしながら部署配置も終え新しい環
境で毎日が緊張している状況で疲れてく
る時期でもあると考え、少しでも気持
ちが言葉にでき、同じ仲間と触れ合
うことでリフレッシュできれば

と企画しました。

自己紹介の後、仕事
に関すること、今悩んでいる

こと等お茶を飲みながらトーク
しました。皆さん、職場でいろいろ
な思いを持ちながら仕事をし、少し
ずつ職場にも慣れてきた中で次々
と出てくる不安と闘いながら
日々頑張っているな、という
印象でした。

新人さんや若手看護師と少しの時間でしたが対話で
触れ合うことで私も若かりし日を思い出しリフレッシュできました。
職場では、けなげに頑張っている新人さん、若手のＮｓの成長を温かく見守っていただ

けることを願い研修を終えました。

川 村 会 長 か ら
「看護連盟とは」のテーマ
で、看護連盟についての説明
がありました。さらに、DXの
説明では私たちの生活や看護
はどう変化していくのかをわ
かりやすく話をしてくれ

ました。

研修報告｜5月18日

青年部
活動報告
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8月 4日（日）イオンモール和歌山「キッズドリームチャレンジ」の
一環として、小学生を対象とした「看護師のお仕事体験」を開催しました。
夏休み期間の小学生が多数参加してくれました。

看護師のお仕事体験！

和歌山県議会議長就任
おめでとうございます！

Topics

9 月 14 日（土）に日高支部会員交流会を行いました。
今回の交流会の目的は、連盟会員になってよかったと思え
る事の企画でした。交流会を通じて、会員同士が顔の見える
関係を築き、自分たちに起こっている問題などを相談しや
すい関係となる一歩となったと思います。研修などとは違
い、気楽に今の看護現場に対する思いなどが聞かれ良い交
流会となりました。今後、様々な問題などを吸い上げ活動に
結びつけられるようにしていきたいと思います。

7月 12日（金）、和歌山県議会・鈴木太雄議員の
県議会議長就任のお祝いに、川村会長、木村幹事長が
議長室を訪問しました。

日高支部活動報告｜BBQ交流会
日高支部　 小川  美知　

（株）ライフピース様より、体験に使用
する福祉用具をご提供いただきました。
ありがとうございました。



INFORMATION

・ つれもての発行が年 3回から年 4回に変更に
なります。その為時期の調整で発行月が遅れた
ことをお詫び申し上げます。

・ 12月には青年部主催の病院アピールコンテスト
があります。青年部が和歌山県下の病院の為に
高校や看護学校を回ったりもコマーシャルを作っ
たり頑張ってくれています。是非参加・応援の
程よろしくお願い申し上げます。

・ 石田まさひろを応援する会へのご入会もよろしく
お願い申し上げます。 　（広報委員一同）

編集後記

photo：matsu

2024年度  入会受付中！

正会員
年会費合計
8,000 円

和歌山県看護連盟
年会費

3,000 円

日本看護連盟
年会費

5,000 円

特別会員
年会費
8,000 円

現在、看護協会会員でなくても、
正会員の履歴があれば入会でき
ます。

賛助会員
年会費
1,000 円
（1口）

看護職ではない方で、和歌山県
看護連盟の活動に賛同してくだ
さる方

学生会員 無　料

看護の未来を作るのは、看護の未来を作るのは、
会員一人ひとりの力です！会員一人ひとりの力です！

友人、知人でまだ会員でない方がおられましたら、

入会をすすめていただき会員増をめざしましょう。

和和歌歌山山営営業業所所 和和歌歌山山県県和和歌歌山山市市吹吹屋屋町町33--4444--22

東東洋洋羽羽毛毛関関西西販販売売株株式式会会社社


